
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以
西
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
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お
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▼
以
西
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
⑩ 

以
西
の
中
心
「
大
森
神
社
」 

 

以
西
地
区
の
一
番
下
（
し
も
）、
竹
内

部
落
の
は
ず
れ
に
「
大
森
神
社
」
が
あ

り
ま
す
。
創
立
年
代
は
不
明
。
江
戸
時

代
前
半
の
１
６
８
０
年
に
再
興
さ
れ
ま

し
た
。 

 

祀
っ
て
あ
る
神
様
は
、
句
句
酒
馳
命
（
く

く
の
ち
の
み
こ
と
＝
木
の
神
様
）
な
ど

で
す
。 

 

当
時
は
、
現
在
の
以
西
地
区
（
南
以

西
）
と
北
以
西
（分
乗
寺
、
今
在
家
、
大

石
、
水
口
、
東
出
上
、
福
富
）
を
合
わ
せ

て
以
西
と
呼
び
、
そ
の
総
氏
神
が
大
森 

神
社
で
し
た
。 

昔
、
以
西
は
竹
ば
か
り
生
え
て
木
が 

無
い
土
地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
木
が
生

え
豊
か
な
地
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、 

以
西
の
中
心
に
木
の
神
様
を
祀
り
大
森
神
社

と
名
付
け
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

高
さ
約
３
０
ｍ
の
イ
チ
ョ
ウ
を
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
珍
し
い
猫
足
の
灯
籠
、
本
殿
に
は
阿

吽
の
龍
・
鳳
凰
・
獅
子
・
獏(

ば
く)

・
鶴
・
松
・

鯉
・
靍
（
つ
る
の
字
）・
波
兎
・
瑞
雲
・
杜
若(

か

き
つ
ば
た)
・
蕪(

か
ぶ)

に
ネ
ズ
ミ
な
ど
素
晴

ら
し
い
彫
刻
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

豊
か
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
以
西
の
人
々

の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
大
森
神
社
へ
、
ぜ
ひ
一

度
お
参
り
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

   




